




















要約:体外受精胚移植における多胎妊娠は,移植する胚を制限することにより確実に予防す

ることが可能である. しかしながら患者の身体的,経済的負担を考慮した場合,妊娠率を低

下させることなく, 1回の採卵で得られた貴重な卵・胚を有効に利用しなけれぱならない.

以上の 2点を満足させ得る現存する方法は,余剰卵の凍結保存およびその解凍移植である.

そこで当教室での胚の凍結保存導入による多胎妊娠の予防ならびに採卵あたりの妊娠成績

の改善効果を検討した.その結果,凍結保存を導入した前後で多胎妊娠率は減少し,また凍

結保存導入前はみられた品胎以上の多胎妊娠が凍結保存導入後は現在まで 1周期もみられ

ていない.また余剰卵を凍結保存し得た採卵周期のうち新鮮胚移植周期に 27.50%が,解凍

胚移植周期に 26.19%が妊娠にいたり,採卵あたり計 45.85%の高い妊娠率が得られた.品胎

以上の多胎妊娠が現在まで発症していない点と採卵あたりの妊娠率の改善がみられたこと

からは,凍結保存解凍胚移植は体外受精胚移植において多胎防止のために有益であると結

論できる.


